
雑

報

(
一)
定
例
研
究
会

○
第
三
一
八
回

二
〇
一
五
年
五
月
二
六
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

民
主
社
会
主
義
者
の
安
全
保
障
思
想
と
民
社
党
―
猪
木
正

道
・
関
嘉
彦
を
中
心
に｣

佐
道

明
広

(

本
学
総
合
政
策
学
部
教
授)

○
第
三
一
九
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
七
日

(
火)

一
七
時
半
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

地
方
自
治
体
公
文
書
館
の
現
状
と
課
題
―
大
阪
の
事
例
を

中
心
に
―｣

矢
切

努

(

本
学
法
学
部
准
教
授)

○
第
三
二
〇
回

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
七
日

(

木)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

法
学
と
隣
接
諸
科
学
の
境
界
と
接
続
―
ド
イ
ツ
公
法
学
に

お
け
る
近
年
の
論
争
―｣

高
田

倫
子

(

本
学
法
学
部
准
教
授)

(

二)

学
術
講
演
会

○
第
一
回

二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
二
日

(

木)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

一
号
館
三
階
一
三
三
教
室

｢

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
生
命
の
水
を：

『

反
テ
ロ
戦
争』

と

農
業
用
水｣

福
元

満
治

(

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
長)

○
第
二
回

(

公
文
書
管
理
制
度
の
国
際
比
較
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

の
共
催)

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
一
日

(

金)

一
五
時
よ
り

一
六
号
館
六
階
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

｢

イ
タ
リ
ア
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
文
書
保
護
局｣

デ
ィ
ア
ー
ナ
・
マ
ル
タ
・
ト
ッ
カ
フ
ォ
ン
デ
ィ(

ト
ス
カ
ー

ナ
文
書
保
護
局
局
長)

(

三)

研
究
部
会

○
台
湾
研
究
部
会

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
七
月
八
日

(

水)

〜
七
月
一
五
日

(

水)

国
史
館
台
湾
文
献
館
・
国
立
台
湾
図
書
館
・
国
立
台
湾
大

学
図
書
館
・
台
中
市
政
府
・
出
礦
坑
文
化
保
存
推
動
協
会

台
湾
総
督
府
文
書
目
録
の
編
纂
及
び
台
湾
史
関
係
資
料
の
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調
査
収
集

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
八
月
二
七
日

(

木)

〜
九
月
八
日

(

火)
国
史
館
台
湾
文
献
館
・
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
・
台
北
二

二
八
紀
念
館
・
二
二
八
国
家
紀
念
館
・
国
立
台
湾
大
学
図

書
館
・
教
科
書
図
書
館

台
湾
総
督
府
文
書
目
録
の
編
纂
及
び
台
湾
史
関
係
資
料
の

調
査
収
集

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
〇
日

(

金)

〜
一
一
月
二
五
日

(

水)

国
史
館
台
湾
文
献
館
・
中
央
研
究
院
人
文
社
会
科
学
聯
合

図
書
館
・
台
中
市
西
屯
区
公
所

台
湾
総
督
府
文
書
目
録

の
編
纂
及
び
台
湾
史
関
係
資
料

の
調
査
収
集

◆
第
四
回

二
〇
一
五
年
一
二
月
二
六
日

(

土)

〜
三
〇
日

(
水)

国
史
館
台
湾
文
献
館

台
湾
総
督
府
文
書
目
録
の
編
纂

◆
第
五
回

二
〇
一
六
年
一
月
一
四
日

(

木)

〜
一
月
二
一
日

(

木)

国
史
館
台
湾
文
献
館
・
鄭
南
榕
紀
念
館
・
国
家
人
権
博
物

館
籌
備
処

台
湾
総
督
府
文
書
目
録
の
編
纂
及
び
台
湾
史
関
係
資
料
の

調
査
収
集

・
講
演
会

二
〇
一
五
年
五
月
二
三
日

(

土)

一
四
時
よ
り

一
六
号
館
六
階
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

｢

台
湾
史
と
台
湾
総
督
府
官
僚｣

檜
山
幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)

中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
・
日
台
若
手
交
流
会
共
催

○
ロ
シ
ア
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
九
一
回

二
〇
一
五
年
七
月
一
四
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク：

期
待
と
結
果｣

ペ
ト
リ
シ
ェ
ヴ
ァ

ニ
ー
ナ

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准

教
授)

◆
第
九
二
回

二
〇
一
五
年
九
月
一
五
日

(

火)

一
六
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ロ
シ
ア
語
に
現
れ
る
乳
加
工
文
化
の
語
彙
例
に
つ
い
て

の
一
視
点｣

佐
藤

規
祥

(

本
学
非
常
勤
講
師)
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◆
第
九
三
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
〇
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢
ロ
シ
ア
正
教
会
と
古
儀
式
派
に
お
け
る
《
奉
献
礼
儀
》

に
つ
い
て｣

安
村

仁
志

(

本
学
学
長)

◆
第
九
四
回

二
〇
一
六
年
一
月
一
二
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
モ
ン
ゴ
ル
侵
略
と
ド
イ
ツ
皇
帝
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
外
交
政
策
―
マ
イ
オ
ー
ロ
フ
論
文
の

紹
介
を
中
心
に｣

田
辺

三
千
広

(

社
会
科
学
研
究
所
特
任
研
究
員)

◆
第
九
五
回

二
〇
一
六
年
三
月
八
日

(

火)

一
六
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

『

Д
з
в
е

ｐ
э
к
ｉ
か
д
з
в
е

ｐ
а
к
ｉ
か
―

標
準
ベ
ラ
ル
ー
シ
語
に
お
け
る
個
数
詞
２
、
３
、
４
と
名

詞
の
結
合
に
関
す
る
一
考
察
―』

清
水

守
男

(

社
会
科
学
研
究
所
特
任
研
究
員)

○
英
連
邦
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
五
月
一
九
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
報
告：

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る

戦
争
博
物
館
に
つ
い
て｣

金

敬
黙

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
七
月
七
日

(

火)

一
七
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

核
実
験
と
英
国｣

中
原

聖
乃

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
一
〇
月
五
日

(

月)

一
七
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
文
化
遺
産
政
策
と
ツ
ー
リ
ズ
ム：

英

語
圏
文
化
を
包
括
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
構
築｣

奥
村

み
さ

(

本
学
国
際
英
語
学
部
教
授)

◆
第
四
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
九
日

(

月)

一
七
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室
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英
連
邦
研
究
叢
書
出
版
に
関
す
る
報
告
会

◆
第
五
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
三
〇
日

(

月)

一
七
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

英
連
邦
研
究
叢
書
出
版
に
関
す
る
報
告
会

◆
第
六
回

二
〇
一
六
年
一
月
六
日

(

水)

一
七
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

英
連
邦
研
究
叢
書
出
版
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
一
二
月
九
日(

水)
〜
一
二
月
一
四
日(

月)

韓
国
・
ソ
ウ
ル

戦
争
記
念
館
、
資
料
館

◆
第
二
回

二
〇
一
六
年
二
月
三
日

(

水)

〜
二
月
五
日

(
金)

東
京
・
東
京
大
学

◆
第
三
回

二
〇
一
六
年
二
月
一
一
日

(

木)

〜
二
月
一
八
日

(

木)

マ
ル
タ
・
ヴ
ァ
レ
ッ
タ
市

ベ
ネ
チ
ア
リ
ア
ル
ト
市
場
、
ヴ
ァ
レ
ッ
タ
マ
ー
チ
ャ
ン
ト

ス
ト
リ
ー
ト
、
マ
ル
サ
ロ
ッ
ク
市
場
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

◆
第
四
回

二
〇
一
六
年
三
月
二
日

(

水)

〜
三
月
八
日

(

火)

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

プ
ラ
ナ
カ
ン
博
物
館
・
東
海
岸
プ
ラ
ナ
カ
ン
保
存
地
区
・

国
立
博
物
館
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
図
書
館

資
料
収
集

○
東
ア
ジ
ア
研
究
部
会

・
調
査

二
〇
一
六
年
一
月
二
三
日

(

土)

〜
二
五
日

(

月)

沖
縄
県
宜
野
湾
市
、
名
護
市
辺
野
古

(

四)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
公
文
書
管
理
制
度
の
国
際
比
較

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
四
月
一
四
日

(

火)

一
八
時
三
〇
分
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

研
究
計
画
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
六
月
三
〇
日

(

火)

一
八
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

豊
田
市
調
査
に
つ
い
て
の
検
討
と
今
後
の
活
動
予
定
の
打

ち
合
わ
せ
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・
講
演
会

(

社
会
科
学
研
究
所
と
の
共
催)

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
一
日

(

金)

一
五
時
よ
り

一
六
号
館
六
階
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

｢
イ
タ
リ
ア
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
文
書
保
護
局｣

デ
ィ
ア
ー
ナ
・
マ
ル
タ
・
ト
ッ
カ
フ
ォ
ン
デ
ィ

(

ト
ス

カ
ー
ナ
文
書
保
護
局
局
長)

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
五
月
二
五
日

(

月)

〜
五
月
二
六
日

(

火)

札
幌
市
公
文
書
館

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
一
二
月
三
日

(
木)
〜
五
日

(

土)

太
宰
府
市
役
所
・
太
宰
府
市
公
文
書
館
・
北
九
州
市
立
文

書
館
・
広
島
大
学
文
書
館
研
究
会

◆
第
三
回

二
〇
一
六
年
三
月
二
〇
日

(

日)

〜
二
八
日

(
月)

ド
イ
ツ
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
公
文
書
館
・
ト
ー
リ
ア
市
文
書

館
・
世
界
文
化
遺
産
フ
ェ
ル
ク
リ
ン
ゲ
ン
製
鉄
所
・
ザ
ー

ル
ラ
ン
ト
鉱
山
博
物
館
財
団
・
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
市

公
文
書
館

◆
第
四
回

二
〇
一
六
年
三
月
二
〇
日

(

日)

〜
二
九
日

(

火)

国
立
プ
ラ
ー
ト
文
書
館
・
国
立
ル
ッ
カ
文
書
館
・
サ
ン
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
図
書
館
・
コ
ル
シ
ー
ニ
伯
爵
文
書
館
・
グ
ッ
チ
ャ

ル
デ
ィ
ー
ニ
＝
バ
ル
デ
ィ
伯
爵
文
書
館
・
国
立
シ
エ
ナ
文

書
館
・
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
同
信
会
文
書
館
・
モ
ン
テ･

デ
ィ･

パ
ス
キ
銀
行
文
書
館
・
ヴ
ィ
エ
ッ
セ
ウ
図
書
館

○
大
学
と
地
域
社
会
連
携
の
た
め
の
研
究
・
教
育
モ
デ
ル
の
構
築

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
四
月
二
七
日

(

月)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

予
算
の
使
い
方
・
出
版
打
ち
合
わ
せ

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
六
月
二
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

出
版
打
ち
合
わ
せ

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
七
月
一
三
日

(

月)

一
九
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

出
版
打
ち
合
わ
せ

◆
第
四
回

二
〇
一
五
年
九
月
二
八
日

(

水)

一
九
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

出
版
打
ち
合
わ
せ

・
調
査
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◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
四
月
一
二
日

(

日)

〜
一
三
日

(

月)

福
岡

出
版
打
ち
合
わ
せ

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
五
月
三
〇
日

(

土)

〜
五
月
三
一
日

(

日)

豊
田
市
・
松
坂
市

豊
田
消
防
本
部･
松
坂
市
役
所

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
七
日

(

火)

京
都
同
志
社
大
学
政
策
学
部

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

◆
第
四
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
六
日

(

木)
〜
二
九
日

(

日)

沖
縄
・
琉
球
大
学

平
和
学
会
参
加
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

◆
第
五
回

二
〇
一
六
年
二
月
一
四
日

(

日)

〜
一
五
日

(

月)

東
京
・
慶
応
大
学

大
学
と
地
域
と
の
連
携
に
関
す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査

◆
第
六
回

二
〇
一
六
年
三
月
五
日

(

土)

東
京
・
秋
葉
原

社
会
的
企
業
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
に
関
す
る
資
料

収
集

○
日
本
の
国
境
警
備
論
の
構
築

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
九
月
一
日

(

火)

〜
六
日

(

日)

沖
縄
・
沖
縄
本
島
、
石
垣
市

八
重
山
地
域
調
査

◆
第
二
回

二
〇
一
六
年
三
月
九
日

(

水)

〜
一
二
日

(

土)

海
上
保
安
大
学
校
図
書
館

資
料
調
査
お
よ
び
関
係
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

・
講
演
会(

本
学
総
合
政
策
学
部
総
合
政
策
学
専
攻
と
の
共
催)

二
〇
一
六
年
二
月
一
六
日

(

火)

一
五
時
よ
り

五
号
館
二
階
五
二
二
教
室

｢

沖
縄
か
ら
見
た
安
全
保
障
の
実
相
―
基
地
・
抑
止
・
差

別
の
意
味｣

屋
良

朝
博

(

元
沖
縄
タ
イ
ム
ス
編
集
委
員)

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
考
え
る
学
際
研
究

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
四
月
一
〇
日

(

金)

一
七
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室
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二
〇
一
五
年
度
計
画
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
五
月
一
九
日

(

火)

一
一
時
三
〇
分
よ
り

一
六
号
館
一
階
サ
ロ
ン

打
ち
合
わ
せ

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
六
月
三
〇
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

一
九
〇
四
年
開
催
セ
ン
ト
ル
イ
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
に
つ
い
て｣

亀
井

哲
也

(

本
学
現
代
社
会
学
部
教
授)

渋
谷

努

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
四
回

二
〇
一
五
年
七
月
二
八
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
で
は
何
が
両
性
の
平
等
だ
と
考
え

ら
れ
て
き
た
の
か
―

｢

根
本
原
則｣

と

｢

女
性
の
参
加
規

程｣

の
分
析
を
中
心
に｣

來
田

享
子

(

本
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授)

◆
第
五
回

二
〇
一
五
年
月
一
一
月
二
〇
日

(

金)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
担
当
講
義
お
よ
び
出
版
に
つ
い
て
の

概
要
報
告

◆
第
六
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
八
日

(

土)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

｢

二
一
世
紀
に
お
け
る
国

際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究｣

に
つ
い
て

○
言
説
分
析

・
調
査

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
日

(

日)

一
〇
時
一
五
分
よ
り

東
京
・
東
京
大
学

意
見
交
換
お
よ
び
資
料
収
集

(

五)

出
版

○
叢
書叢

書
38

『

レ
ガ
シ
ー
か
ら
学
ぶ
記
憶
、
知
識
、
文
化
の
伝

承』二
〇
一
六
年
二
月
二
九
日
発
行

叢
書
39

『

大
学
と
地
域
社
会
の
連
携』

二
〇
一
六
年
三
月
二
四
日
発
行

叢
書
40

『

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
文
書
管
理
制
度
の

形
成
―
現
状
と
課
題』

二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
発
行
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○
紀
要

『

社
会
科
学
研
究』

第
三
六
巻
第
一
・
二
号
合
併
号

二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
発
行

(

六)

公
開
講
座

○
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

・｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
問
題｣

古
川

浩
司

(
本
学
法
学
部
教
授)

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
四
月
一
六
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

日
本
の
領
域

(

領
土
・
領
海
・
領
空
等)

に
関
す
る
基

礎
知
識｣

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
四
月
二
三
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
領
土
問
題

(

一)

―
北
方
領
土｣

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
五
月
七
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一
九

時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
領
土
問
題

(

二)

―
竹
島｣

◆
第
四
回

二
〇
一
五
年
五
月
一
四
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
領
土
問
題

(

三)

―
尖
閣
諸
島｣

◆
第
五
回

二
〇
一
五
年
五
月
二
一
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
交
流(

一)

―
八
重
山
・
台
湾｣

◆
第
六
回

二
〇
一
五
年
五
月
二
八
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
交
流

(

二)

―
対
馬
・
釜
山｣

◆
第
七
回

二
〇
一
五
年
六
月
四
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一
九

時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
交
流

(

三)

―
稚
内
・
サ
ハ

リ
ン｣

◆
第
八
回

二
〇
一
五
年
六
月
一
一
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
境
界
問
題

(

一)

―
五
島
列
島｣

◆
第
九
回

二
〇
一
五
年
六
月
一
八
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢
知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
境
界
問
題(

二)

―
在
沖
米
軍
基
地｣

128



◆
第
一
〇
回

二
〇
一
五
年
六
月
二
五
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢
知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
境
界
問
題

(

三)

―
小
笠
原
諸
島｣

・｢

や
さ
し
く
学
ぶ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク｣

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
九
月
二
九
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

(

ム
ー
ブ
メ
ン
ト)

と
は
何
か｣

石
堂

典
秀

(

本
学
法
務
研
究
科
教
授)

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
一
〇
月
六
日

(

火)
一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
何
か｣

大
友

昌
子

(

本
学
現
代
社
会
学
部
教
授)

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
三
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
身
体｣

近
藤

良
享

(

本
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授)

◆
第
四
回

二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
〇
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム｣

亀
井

哲
也

(

本
学
現
代
社
会
学
部
教
授)

◆
第
五
回

二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
七
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

異
文
化
受
容
と
し
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク｣

渋
谷

努

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
六
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
〇
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
体
育
用
品｣

酒
井

恵
美
子

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
七
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
七
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
法｣

石
堂

典
秀

(

本
学
法
務
研
究
科
教
授)

◆
第
八
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
四
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
経
済
学｣

中
山

恵
子

(

本
学
経
済
学
部
教
授)
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◆
第
九
回

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー｣

石
堂

典
秀

(

本
学
法
務
研
究
科
教
授)

◆
第
一
〇
回

二
〇
一
五
年
一
二
月
八
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
者
の
記
憶｣

木
村

華
織

(

東
海
学
園
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

助
教)

◆
第
一
一
回

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
五
日

(

火)
一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク｣

青
戸

慎
司

(

本
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室)

・｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
問
題｣

古
川

浩
司

(

本
学
法
学
部
教
授)

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
九
月
二
九
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
領
土
問
題

(

一)

―
北
方
領
土｣

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
一
〇
月
六
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
領
土
問
題

(

二)

―
竹
島｣

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
三
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
領
土
問
題

(

三)

―
尖
閣
諸
島｣

◆
第
四
回

二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
〇
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
交
流(

一)

―
八
重
山
・
台
湾｣

◆
第
五
回

二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
七
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
交
流

(

二)

―
対
馬
・
釜
山｣

◆
第
六
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
〇
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
交
流

(

三)

―
稚
内
・
サ
ハ

リ
ン｣

◆
第
七
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
七
日

(

火)

一
八
時
二
五
分
よ
り
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一
九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
境
界
問
題

(

一)

―
五
島
列
島｣

◆
第
八
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
四
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り

一
九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
境
界
問
題(

二)

―
在
沖
米
軍
基
地｣

◆
第
九
回

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
日

(

木)

一
八
時
二
五
分
よ
り
一

九
時
五
五
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
境
界
問
題

(

三)

―
小
笠
原
諸
島｣

(

七)

そ
の
他

○
中
京
大
学
第
六
回
中
京
大
学
研
究
交
流
会

◆
第
六
回

二
〇
一
五
年
七
月
二
三
日

(

木)

一
六
時
よ
り

一
六
号
館
六
階
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

｢

古
文
書
自
動
解
読
シ
ス
テ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て｣山

田

雅
之

(

本
学
工
学
部
教
授)

東
山

京
子

(

本
学
法
学
部
非
常
勤
講
師)

◆
第
七
回

二
〇
一
六
年
一
月
二
八
日

(

木)

一
六
時
よ
り

一
六
号
館
六
階
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

｢

カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
の

『

ロ
ボ
ッ
ト』

か
ら｣

安
村

仁
志

(

本
学
学
長)

○N
E
X
T
10

行
動
計
画

N
E
X
T
10

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
京
大
学
先
端
共
同
研
究
機
構

が
発
足
し
、
六
回
の
運
営
委
員
会
を
開
催
し
た
。
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